
• 自然に親しんだり、生き物とふれあう
活動をしたりすることで、優しい心が
醸成され、命を大切にしたり、他者と
協力したりする心が育っている。

• 児童、ＰＴＡを始め、地域のボラン
ティアの方々にも協力していただいた
ことで、世代間交流や協働作業ができ
た。

• 草木の生⾧が著しい時期が手を入れ
たい時期なので、どうしても酷暑の
中の作業になりがちである。作業時
刻、作業時間の設定や水分等の確保
など、健康安全面には細心の注意が
必要である。楽しみながら実施でき
る形態を考えていきたい。

• 赤堀まつりパトロール、赤堀文化祭の
運営参加など、地域行事への協力

• 赤堀東小学校運動会の運営協力

団 体 名

伊勢崎市立
赤堀東小学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

３１８名
学 校 の 特 徴

組 織 構 成

地域と一緒に自然体験活動がしやすいビオトープ環境づくり

本校は伊勢崎市の北東部にあり、国道５０号線
を中心に工場や住宅も増えてきていますが、早川
沿いの自然公園、田畑や水田など、赤城山の裾野
に広がる豊かな自然が残っている地域です。平成
１２年に創立され、校舎のステンドグラス、屋上
の鐘カリヨン、木の風合いを活かした体育館がシ
ンボルとなっています。校地にはケヤキやサクラ
を始め、クヌギ、クスノキ、イチョウ、マツなど
緑が豊かな学校です。

基 礎 情 報
取り組みの詳細

【 赤堀東小ビオトープ 輝 】
赤堀東小開校当初に児童・ＰＴＡ・地域の方が協力して池や

水路を造成し、木や植物を植えて、学校で管理をしているビオ
トープです。定期的に人の手を入れる必要がありますが、子ど
もたちの生き物ふれあい体験の傍ら、ＰＴＡや地域のボラン
ティアの方々がそれを見守りつつ整備を行っています。

年間３回計画
第一回「ﾄﾝﾎﾞさんいらっしゃい！ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟをｷﾚｲにしよう！」

～水辺の生き物さがしと、池そうじ～
第二回「枯れ木を整理！生き物あつまれ！」

～ﾉｺｷﾞﾘで木を切ってみよう！木を積んで虫げんき～
第三回「ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟで春を迎える準備をしよう！」

～ﾋﾞｵﾄｰﾌﾟ整備と冬の生き物さがし～

成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

ビオトープ環境づくりは、赤堀東小学校の特色ある教育活動「ビオトープを利用した自
然体験活動」を通して、ビオトープの環境を維持・管理する活動です。生き物とのふれ
あいや体験等、赤堀東小児童・ＰＴＡはもちろん、地域の方も一緒に活動します。

主 な 活 動 実 績

ＰＴＡ活動の一環として、
地域の団体と協力してビオ
トープの維持管理を行うこ
とで、子どもたちの豊かな
学びと成⾧を地域全体で支
える取組を実践している。
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実践事例（優良ＰＴＡ群馬県教育委員会表彰受賞団体）



• ボランティアによる朝活動での読み
聞かせ

• 年間2回の広報誌「名和小PTA新聞」
の発行

団 体 名

伊勢崎市立
名和小学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

４１９名
学 校 の 特 徴

組 織 構 成

PTAによる大型紙芝居上演

学校教育目標である「心ゆたかに
たくましく 未来をひらく 児童
の育成」の実現に向けて、学校・
保護者・地域が連携・協働した双
方向の取り組みや、外部人材を活
用した体験学習や授業の充実を
図っている。

基 礎 情 報
取り組みの詳細 児童の感想

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要 PTAによる大型紙芝居の読み聞かせを体育館にて行う。

主 な 活 動 実 績

ＰＴＡが主体となり、子ども
たちの情操を育む「大型紙芝居
の読み聞かせ」を実施した。
二中地区学府連携協議会と連
携し、近隣のＰＴＡと年４回の
挨拶運動を実施している。

読み上げはPTAの役員とボラ
ンティアが行います。職員も
参加します。

上演後は児童から感想を聞いたり、紙芝居
の絵を間近で見たりしています。

• おばけの子どもがかわいかった。
• 後ろでたくさんの人が紙を動かし
ていてすごいと思った。

• 効果音を言葉で言っていたのが面
白かった。

• ボランティアによる協力体制の継続
• 紙芝居の新作作成や既存作品の保存

成果

• 低学年から高学年まで幅広く理解
できる話を披露することによって、
児童の情操を育むことができた。

名和小学校の歴代PTAが作成してきた大型紙芝居から、作品を選び、
体育館で全校児童に読み聞かせを行っています。
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・ＰＴＡ役員から直接、連絡・配信
ができ、ＰＴＡ主体の運営を効率的
に行うことができた。
・行事の写真を配信することで、保
護者に児童の様子が伝わり、学校へ
の理解が深まった。

・LINEオープンチャットの登録は任
意のため、必要に応じ、学校の通信
アプリで全保護者へ連絡しなければ
ならない。
・継続した取組にするため、次年度
の役員へ運営方法の引き継ぎが必要
となる。

・ＰＴＡの会議を参集とオンライン
のハイブリッドで開催。
・登下校パトロールによる児童の安
全見守りを実施。

団 体 名

安中市立
秋間小学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

８５名
学 校 の 特 徴

組 織 構 成

？委員

ＰＴＡイベント「あきま万博」の開催～通信アプリ「LINEオープンチャット」を活用して～

新幹線「安中榛名駅」の下に広がる
新しい町並みと、昔ながらののどかな
田園風景の広がる地域。地域の教育に
関する意識は高く、「ＡＫＩＭＡスマ
イルサポーターズ」として、読み聞か
せや総合的な学習の時間、学校行事、
登下校のパトロールなどに多数参加。

基 礎 情 報
取り組みの詳細

○通信アプリを活用したＰＴＡ運営
LINEオープンチャットを活用し、ＰＴＡ役員から、直接保護者への連

絡やFormsアンケートを行っている。なお、オープンチャットへの保護
者の登録は任意である。
◇ＰＴＡイベントの開催
（ひまわり委員会）
「あきま万博２０２５」
ＰＴＡ主催の「あきま万博２０２５」では、
イベントの案内や呼びかけ、参加アンケート、
ボランティアスタッフの募集、実施後のアン
ケート等、すべてLINEオープンチャットを活
用して実施した。イベントも盛況であった。

◇行事写真の配信
（コスモス委員会）
昨年度からＰＴＡ広報の紙ベースでの作成、配布をやめて、学校

行事等の写真をLINEオープンチャットで配信している。
オープンチャットは、学年、運営委員会、専門委員会ごとのグ

ループを作成し、必要なグループへの配信を行っている。

成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

通信アプリ（LINEオープンチャット）を活用し、保護者への連絡や各種
アンケート、活動写真の配信を行い、「あきま万博２０２５」の開催等、
ＰＴＡ主体の運営を効率的に行った。

主 な 活 動 実 績

通信アプリを活用してＰＴ
Ａ役員から直接全保護者へ連
絡したり、専門委員会がＰＴ
Ａ活動や学校行事の様子を配
信したりするなど、効率的な
運営の工夫をしている。

運営委員会
【本部役員】
・会⾧ ・副会⾧
・書記 ・会計
【運営委員】

専門委員会
【ひまわり委員会】広報
【コスモス委員会】セミナー

参加：児童66名 保護者55名
ボランティア24名（卒業生等）
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団 体 名

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

学 校 の 特 徴

組 織 構 成

基 礎 情 報
取り組みの詳細 成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

主 な 活 動 実 績
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・PTAの運営が適正化され、持続可
能性が確立。
・会員の心理的ハードルが下がり、
参画が前向きに。
・「ありがとう」の循環。

・取り組みを「伝える」から「伝わ
る」ための発信力強化。
・PTAという構図に限定せず、学
校・保護者・地域が一体となり、誰
もが関われる綿打SACの推進。

• 試験的運用を取り入れ組織をブ
ラッシュアップ中

• 共同会⾧制を導入し負担分散
• 体育着リサイクル販売開催
• 防災教室、人権講演会の開催
• 地域ボランティアとの協働

団 体 名

太田市立
綿打小学校ＰＴＡ

全 校 児 童 ・ 生 徒 数

３８２名

学 校 の 特 徴

組 織 構 成

役割の組織から、つながりのコミュニティへと再構築
～安心の仕組みづくり～

本校は、明治６年創立、「廣業館」として始まり創立
１５２年を迎えました。地域と連携しながら、『やさ
しく』『かしこく』『元気な子』「綿っ子」を育てる
教育目標を掲げ、豊かな自然環境の中で、郷土愛をも
とにチャレンジ精神を培っています。

基 礎 情 報
取り組みの詳細

PTAハンドブック作成
活動の目的・内容・未来像を可視化し

理解・納得・安心を生み出す基盤を整備

活動エントリー制導入
大人たちも「自分で考え、自分で判断して、行動する」と

いった参加への自己決定が尊重される仕組みへ

すべて“任意参加”へ
「やらなければならない活動から主体的につくる活動へ」
集まった人数で、できる範囲の活動を行い、関わり方の多

様化を生み出し、持続可能性を高める

成果

課題や今後の取り組み

その他の取り組み紹介

取組
概要

主 な 活 動 実 績

ＰＴＡハンドブックを作成し、
ＰＴＡの目的の共有と活動の見
える化を行った。
ＰＴＡ活動では、活動エント
リー制を導入し、会員も教員も
すべて任意参加としている。

子どもたちの未来を支える、大人たちのつながりを考え、持続可能で
自ら選択できるPTAを目指して、新しい文化の創造。

体育着リサイクル販売 親子防災教室

主体的に関わり、仕組みで支え、すべての子どもたちのために

＜本部役員＞
共同会長 ２名（試験的運用）
副会長 ３名（教員１名）
書記 ３名（教員１名）
会計 ３名（教員１名）
担当員 ２名
顧問 ２名（校長１名）
会計監査 ２名
※令和５年度よりPTA組織運営の試験的運用
を開始し、従来の組織運営の見直しと適正化
に向けて運用中。専門部や委員会は休止と
し、活動エントリー制を導入。9
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